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第３３号 
 
 

★ゆめのたね★・・・みんなが自由に思い描く「しあわせのたね」 
 

新年のはじめに ～地域
こ こ

から広がれ！みんなのワ（和・輪）～ 

            とつか区民活動センター センター長 田辺由美子 
 
あけましておめでとうございます。 

昨年中は皆さまにたいへんお世話になりました。ありがとうございます。 

センターには、毎日、いろいろな方々がいらっしゃいます。何かはじめたい、ちょっと居場所がある

といいなぁ、打ち合わせの場がほしい、もっと会議をスムーズに進めたいなぁ、などなど。そのような

方々が、地域に、活動に、そして人につながるよう、日々、センターは動いています。戸塚での多彩な

活動をご紹介したり、講座のご案内をしたり、交流会を開催したり、センターの利用方法をお話しした

りしています。 

昨年はみなが決して忘れることのない大震災を経験しました。そして共に生きることの大切さ、つな

がることの大切さを心に刻んだ年になりました。このことを通して見えてきた多くの大切なことを心に

留めつつ、センターの運営にあたりたいと思っています。 

今年もまた、たくさんの方々と出会えること、つながること、それが広がっていくことを楽しみにし

ています。センターから広がる、みんなのワ（和・輪）が、心豊かな戸塚の街づくりへ向けての大きな

ステップになっていくことを願っています。 

すでにセンターにいらしたことがある方はもちろん、まだいらしたことのない方、是非一度足をお運

びになりませんか。新しい出会いが待っています。 

 

センター事業のご案内 
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～みなさんの交流の場～おしゃべりサロン 
 

とつかかるた大会とおしゃべりタイム（テーマは

「うちのお正月」）で盛り上がりましょう！申込不

要、参加費無料です。ご参加お待ちしています。 
 

【日時】1 月 20 日（金）13:15～16:00 

【場所】とつか区民活動センター会議室 

 

利用者交流会 
 

利用者交流会はセンター運営についての意見交

換の場であると共に、毎回のテーマに沿った話合

いと、参加者同士の交流の場でもあります。今回

のテーマは「自分たちの楽しみをみんなの喜びに」

の 2 回目です。どなたでもご参加いただけます。 
 

【日時】1 月 25 日（水）13:30～15:30 

【場所】とつか区民活動センター会議室 

 

ぐるり戸塚バスめぐり 
～マイクロバスで行く区内 6 か所 

       市民活動現場ツアー～ 
 

区内で活発に活動している市民団体

の現場を見学してまわります。ぜひ活動

の参考にしてください。 
 

【日時】1 月 28 日（土）9:30～15:30 

【場所】とつか区民活動センター集合 

●とっとの芽●WE ショップ東戸塚 

●ふらっとステーション・ドリーム 

●アトリエ窓●南舞岡福祉ハウス 

【費用】昼食代 500 円 

【定員】先着 15 名 

【申込】1/11 から当センター 

までメール、FAX、または電話で、氏

名と電話番号をお知らせください。 
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センター事業のご報告 
  

～『第２回とつかお結び広場』を開催しました～ 
 
12 月 4 日（日）戸塚区を中心に様々な分野で活動している団体や個人が集まり、交流するイベント

『とつかお結び広場』が戸塚小学校で行われました。今年は１１６活動団体・個人が集まり、パネル展

示、体験コーナー、パフォーマンスなどで活動を紹介しました。お天気にも恵まれ、1800 人以上の来

場者があり大盛況でした。各コーナーでは出展者や来場された方々が交流されている場面が多く見られ、

キャッチフレーズの“みんなで結ぼう！戸塚の輪 心の和”が広がった一日となりました。準備から開

催に至るまで、多方面からたくさんのご協力をいただきました。皆様ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

校庭 
青空のもと、ドッジボールと
竹とんぼで楽しみました。 

井戸端会議 
テーマにそって、参加者同士が自分
の思いや考えを伝えあいました。 

福祉施設の販売コーナー 
体育館の入口には、木工製品、
織物、パンやお菓子などが並
びました。 

ウナシー劇場・健康コーナー 
踊りやマジック、お話や歌、 
かるた、指圧など多彩な 
プログラムでした。 

体育館 
パネルを見ながら出展者の説明を熱心に聞く来場者や 
体験を楽しむ人たちで熱気につつまれていました。 

 

テント村 
東日本大震災の支援活動を行っている団体の取
り組みや、国際支援を行っている明治学院大学
のボランティアサークルの発表がありました。 

体験コーナー  
手芸や工作、パソコンなどにチャレンジし、 
自分だけの作品が完成しました。 
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センター事業のご報告         行ってきました！『とつかのおもちゃ箱』 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

地域活動へのお誘い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012 ボランティア・フォーラム・とつか 
 

安心で住みやすい地域づくりのために 私たちのできることは 
 

“無縁社会”の現状を伺い、私たちの戸塚が安心で住みやすい街となるため、今私たちに何が出来るか、 

『新しい地域づくり』に求められるものは何か、一緒に考えませんか。 
 
【日時】2 月 18 日（土）13:00～17:30（12:30 受付開始） 

【場所】フレンズ戸塚  JR 戸塚駅西口徒歩 10 分 

【内容】第 1 部（13:00～15:00） 

開会式 

基調講演「“無縁社会”とどう向き合うか 身近に迫る無縁社会～取材の現場から～」 

板垣淑子氏（NHK 放送総局首都圏放送ｾﾝﾀｰ 特報首都圏ﾁｰﾌﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ） 

第 2 部（15:00～16:30） 

分科会 『地縁』『ボランティア活動・市民活動』『社会のつながり』 

3 つのテーマに分かれて新しい地域づくりを考えます。 

第 3 部（16:30～17:30） 

発表と交流会（参加費 100 円） 分科会で話し合われた事を聞きながら交流します。 
 
【申込方法】1 月 31 日（火）までに、電話または FAX で氏名、あれば所属団体、住所、第 2 部の

分科会で参加したいテーマ（3 つの中から 1 つ選択）、第 3 部の参加・不参加、手話通訳希望

の有無、保育希望の方はお子様の氏名と年齢 を記載して、下記までお申し込みください。 

【申込問合せ】2012 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・ﾌｫｰﾗﾑ・とつか実行委員会事務局（戸塚区社会福祉協議会内） 

TEL 866-8434  FAX 862-5890 
 

【主催】2012 ボランティア・フォーラム・とつか 実行委員会 

【共催】横浜市戸塚区社会福祉協議会 

【協力】戸塚区役所、明治学院大学ボランティアセンター、とつか区民活動センター 

 

晴天に恵まれた 12/10（土）、川上小学校にて『と

つかのおもちゃ箱 2011（だがしや楽校）』が開催さ

れました。今年は過去最多の約 40 団体・個人の出店

があり、会場内は「どこから回ろうかな？」とウキウ

キしてしまう賑やかさ。個性豊かな「おみせ」の中で、 

色とりどりに並んだ手作り品は、 

100 円ショップで購入した材料 

で作ったヘアアクセサリー、古く 

なったシャトルをリボンなどで可 

愛くアレンジしたキーホルダー 

等、目を引くものがたくさん。 

他にも楽器として使う鈴や、遠くまで飛ばせる紙ヒコ

ウキなど、身近にあるもので素敵なものができること

や、人が集まればアイデアは無限大だと実感しました。 

「おみせ」によっては手作り体験ができ、あちこち

でもくもくと取り組む子ども達。作り方を教わりなが

ら自然に会話が生まれます。 

子どものみならず大人に 

とっても「自分たちの地域 

には素敵な人がたくさん！」 

と新しい発見がある１日だっ 

たのではないでしょうか。 

学校でボランティア活動をしている方

を対象に、主に「発達障がい」について学

ぶ『学校ボランティアスキルアップ講座～

配慮を必要とする子どもと笑顔になろう

～』を 11～12 月に開催しました。 

毎回異なる講師により、発達障がいの理

解、子どものために地域ができること、地

域社会の現状や教員から見た子どもの姿

等、様々な局面からお話いただきました。

また、近隣の学校と地域ケアプラザのご協

力で、ボランティア体験も実施しました。   

5 回連続講座でしたが、参加者は殆どの

方が毎回参加してくださり、顔を合わせる

にしたがって参加者同士の交流にもつな 

がりました。 

この講座が少し 

でもお住まいの 

地域で子どもと 

接するときの 

ヒントになれば 

と思います。 
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情 報 掲 示 板 

ガイドブック『とつか 歴史探訪』 

トツカーナモール 地域交流イベントのお知らせ 

自然大好き戸塚塾 七福神めぐり 

花の異名を持つ瀬谷七福神を巡る初詣でコースです。スタン

プを集めながら、鎌倉古道の面影を残す町並と瀬谷の歴史

と文化に触れて、新年を迎えませんか。 
 
【日時】１月７日（土）10:00～14:30 

【集合場所】相鉄線瀬谷駅改札口  【参加費】500 円 

※昼食を持参してください。 

【申込方法】電話または Fax で 881-9100 根岸まで 

または当日直接現地でも構いません。 

【主催】自然大好き戸塚塾 

ガイドブック『とつか 歴史探訪』は戸塚の

歴史にふれながら、史跡や緑豊かな里山

をめぐる散策コースなどを紹介していま

す。各コースには史跡や里山を歩くときの

道のりなど、丁寧に書かれて分かりやす

く、コース地図や解説も豊富です。 

さあ、ガイドブック片手に、歴史を秘めた

“戸塚のまち”に出かけてみませんか。 
 
【内容】 B5 判、50 ページ 

☆歴史探訪を楽しむために 

戸塚のあゆみ 

江戸時代の街道と宿場 

☆7 コースの紹介とマップ  等 

【編集・発行・問合せ】戸塚見知楽会 

Tel 080-5545-4163（9：00～18：00） 

E メール totsuka15michi22@yahoo.co.jp 

【販売】定価 300 円、 

戸塚区役所 5F 売店、 

住吉書房東戸塚店にて 

販売中 

JR 戸塚駅西口トツカーナ４F イベントスペース（スクエア A）で

は毎月イベントを開催しています。１月は通りがかりのあなた

も参加できるうた声喫茶です。お時間がある方はどうぞお立ち

寄りください。今後も随時戸塚東急プラザホームページや、と

つか区民活動センターのチラシでご案内します。 
 
【日時】１月 28 日（土）１部 13：00～13：30 ２部 14：00～14：30 

【場所】トツカーナ４F イベントスペース（スクエア A） 

【内容】うた声喫茶～みんなで歌を唄いましょう～ 

【出演】うた声喫茶原宿一号線 

【主催】トツカーナモール商店会 戸塚東急プラザ 

【協力】とつか区民活動センター 

 

地域
こ こ

から広がれ！ 

      みんなのワ（和・輪） 
 

とつか区民活動センターは、さまざまな

市民活動・生涯学習活動・ボランティア活

動の情報提供や、講座・研修・交流会など

の実施、会議室など活動拠点としての場の

提供、印刷機・紙折機・コピー機・貸しロ

ッカーなどの貸出しをしています。 

 

とつか区民活動センター 

〒244-0805  

横浜市戸塚区川上町 91-1 モレラ東戸塚 3 階 

TEL 045-825-6773 FAX 045-825-6774 

URL  http://totsuka-kumin-center.jp 

開 館 時 間 ：火～金曜日 午前 9 時～午後 8 時 

土･日･祝日 午前 9 時～午後 5 時 

休 館 日：月曜日（祝日と重なる場合でも休館） 

年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日） 

JR 東戸塚駅西口から徒歩1 分 
 

お車の方はモレラ駐車場を 
ご利用ください 

交通のご案内 

JR
東
戸
塚
駅 モレラ 

東戸塚３ 

西口 

至横浜 

至戸塚 

オ
ー
ロ
ラ 

モ
ー
ル 

 東
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～地元の歴史ワンポイント紹介 No.20～   『名瀬-秋葉の山越道完成』 
 

名瀬道路の富士山下バス停からガードを潜った所に高圧線鉄塔があり、その脇に大きな石碑が立

っています。昭和 5 年 5 月中川村名瀬の名で建てられた「山路開削記念碑」です。 

碑文には、数十年来の地元悲願（名瀬・秋葉間山路の開削・拡張）が、村会の決議と村人達の寄

付と労力によって実現したことを祝っています。 

現在はバスも通る道ですが、昭和の初めまでは細々とした山道で、高い尾根越えを必要とし、通

常は富士橋など遠回りしていた人々にとって道路整備が強い願いだったことがよく分かります。そ

のことは寄付者が 115 名、寄付者住所が名瀬・秋葉・柏尾・上矢部の広範囲にわたることにも、

よく表れていると思います。               （戸塚歴史の会 及川治雄） 


